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１ 

はじめに 
 

A-net マスタモジュール(以下、マスタモジュールと略)を使用する場合には、ユーザはステーションアド

レスに相当するマスタモジュールのメモリーマップ上のコマンドエリアとレスポンスエリアの ST 区画を

介して A-net デバイスユニットとデータ入出力を行います。 

 

コマンド／レスポンスエリアの ST 区画の使用方法は、デバイスユニット別により異なります。 

本書では、デバイスユニット別のコマンド／レスポンスフォーマットについて説明します。 

 

コマンド／レスポンスエリア以外の A-net マスタモジュールの使用方法については、「A-net マスタモジュ

ール ユーザーズマニュアル」を参照して下さい。 

 

第１章では、コマンド／レスポンスの基本構造およびデバイスタイプを説明しています。 

第２章では、デジタル入出力ユニットを使用する場合のコマンド／レスポンスフォーマットについて説明

しています。 

第３章では、アナログ入出力ユニットを使用する場合のコマンド／レスポンスフォーマットについて説明

しています。 

第４章では、シリアル通信ユニットを使用する場合のコマンド／レスポンスフォーマットについて説明し

ています。 

第５章では、位置決めユニットを使用する場合のコマンド／レスポンスフォーマットについて説明してい

ます。 

第６章では、RFID I/F ユニットを使用する場合のコマンド／レスポンスフォーマットについて説明して

います。 

第７章では、メモリ入出力ユニットを使用する場合のコマンド／レスポンスフォーマットについて説明し

ています。 

第８章では、多機能ユニットを使用する場合の注意点および使用できるユニットの組合せ、コマンド／レ

スポンスのフォーマットについて説明しています。 

 

 

 

● 関連図書 
・ A-net マスタモジュール ユーザーズマニュアル 

 

・ デバイスユニット固有のコマンドについては、各デバイスユニットのユーザーズマニュアルを参照

して下さい。 
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１－１ 

 

第１章 コマンド／レスポンス基本構造 
 

本章では、データの取合いを行う ST 区画の基本構造について説明します。 

マスタモジュールのメモリーマップ上のコマンド／レスポンスエリアを 32 の区画に分割し、分割された区

画を ST(ステーション)区画と呼び、ST0,1…ST31 と表現します。ST 区画番号は、A-net ステーションアド

レス（以下、ステーションアドレスと略）に相当します。 

ステーションアドレスに対応するコマンドエリアの ST 区画にデータをライトするとデバイスユニットに

出力され、レスポンスエリアの ST 区画をリードすることによってデバイスユニットからデータが入力され

ます。 

データの取合いは、この ST 区画単位で行います。 

 

コマンド／レスポンスの基本構造は、下記の通りです。 

 

コマンドエリア レスポンスエリア

D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0
+0 +0
+1 +1
+2 +2
+3 +3
+4 +4
+5 +5
+6 +6
+7 +7
+8 +8
+9 +9
+10 +10
+11 +11ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑩ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑩

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑧ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑧
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑨ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑨

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑥ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑥
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑦ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑦

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ④ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ④
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑤ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ⑤

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ② ﾊﾟﾗﾒｰﾀ②
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ③ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ③

Locationの使用ﾃﾞｰﾀ数 Locationの使用ﾃﾞｰﾀ数
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ① ﾊﾟﾗﾒｰﾀ①

0x32 Location/D.N 0x32 Location/D.N

 
 

コマンド／レスポンス ST 区画は、12 ワード（24 バイト）で構成されています。 

 

・ Location/DN は、ユニットのタイプを指定します。 

0 =モジュール無し 

1 = Sensor・・・・・・・・・・・ 入力を行うユニット 

2 = Actuator・・・・・・・・・・ 出力を行うユニット 

3 = Controller・・・・・・・・・ 入出力を行うユニット 

＊ 多機能モジュールを使用される場合は、多機能モジュールに入出力を行うユニット（シリアル通信モ

ジュール等）が接続されていると、「Location/DN」は「Controller」となります。 

 

・ Location の使用データ数には、使用するパラメータ数を設定します。 

多機能ユニットの場合には、下記のフォーマットでモジュール別に使用データ数を設定します。 

D15 D12 D11 D8 D7 D4 D3 D0
ﾓｼﾞｭｰﾙ④ ﾓｼﾞｭｰﾙ③ ﾓｼﾞｭｰﾙ② ﾓｼﾞｭｰﾙ①

 

・ その他のユニットの場合には、下記のフォーマットで使用するデータ数を設定します。 

D15 D0
ﾕﾆｯﾄ

 

・ パラメータ①～⑩は、デバイスユニットとの入出力データです。 

・ パラメータ①～⑩の使用方法は、しようするデバイスユニットにより異なります。 

・ 次章より、デバイスユニットタイプ別にパラメータ①～⑩の使用方法について説明します。 
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１－１ デバイスユニットタイプ一覧 

 

デバイスユニットタイプの一覧および、タイプに属するユニット型式を示します。 

 

№ ﾀｲﾌﾟ名 ｺｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀ ST 品名 対象ﾕﾆｯﾄ型式 

1 DIO-F0 1 1 1 16 点入力 ASCPF0* 

2 DIO-0F 2 1 1 16 点出力 ASCP0F* 

3 DIO-FF 3 1 1 16 点入出力 ASCPFF* 

4 DIO-80 4 1 1 8 点入力 ASCP80* 

5 DIO-08 5 1 1 8 点出力 ASCP08* 

6 DIO-W0 7 2 1 32 点入力 ASCPW0*、ANEPW0* 

7 DIO-0W 8 2 1 32 点出力 ASCP0W*、ANEPOW* 

8 DIO-FF-2 9 1 1 16 点入出力 ANEPFF* 

9 AIO-40-2 50 4 1 4ch ｱﾅﾛｸﾞ入力 ASCA40* 

10 AIO-04-2 51 4 1 4ch ｱﾅﾛｸﾞ出力 ASCA04* 

11 AIO-44-2 52 4 1 4ch ｱﾅﾛｸﾞ入出力

ASCA04*+ASCA40* 

（AIO-40-2 と AUO-04-2 の組合せを 

AIO-44-2 と定義） 

12 SIO-11 81 4 1 1ch ｼﾘｱﾙ通信 ASCC10* 

13 SIO-22 82 8 2 2ch ｼﾘｱﾙ通信 ASCC20* 

14 AXI-02 91 6 2 2 軸位置決め ALUM02* 

15 RFID-2 101 20 2 RFID-I/F ﾀｲﾌﾟ 2 ANZC220 

16 RFID-3 102 32 4 RFID-I/F ﾀｲﾌﾟ 3 ANZC220 

17 MEM-04 201 4 1 ﾒﾓﾘ出力 － 

18 MEM-40 0 4 1 ﾒﾓﾘ入力 － 

 

＊ №17,18 は、他の A-net ステーションとメモリを共有するための仮想ユニットです。 
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第２章 デジタル入出力ユニット 
 

本章では、デジタル入出力ユニットとデータ入出力を行う場合のコマンド／レスポンスフォーマットにつ

いて説明します。 

入出力データの基本フォーマットは、下記の通りです。 

 

D15 D8 D7 D0

入出力ﾃﾞｰﾀ(16ﾋﾞｯﾄ)

 

コマンドエリアのパラメータ nにデータをライトすることにより、スレーブユニットに出力されます。ま

た、レスポンスエリアのパラメータ nをリードすることにより、スレーブユニットのデータが入力されま

す。 

 

 

２－１ 8 点タイプ 

8点タイプのコマンド／レスポンスフォーマットについて示します。 

 

２－１－１ DIO-80(8 点入力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 1 0x32 1
0 0 0 1

0 IN7～0
0 0 0 1
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２－１－２ DIO-08(8 点出力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 2 0x32 2
0 00 0 0 1

0 OUT7～0
0 0

 

 

 

２－２ 16 点タイプ 

 

16 点タイプのコマンド／レスポンスフォーマットについて示します。 

 

２－２－１ DIO-F0(16 点入力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 1 0x32 1
0 0 0 0

IN15～0
0 0 0 1
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２－２－２ DIO-F0(16 点出力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 2
0 0 0 0

OUT15～0

0x32 2
0 0 0 1

 

 

２－２－３ DIO-FF、DIO-FF-2(16 点入出力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

OUT15～0 IN15～0
0 0 0 10 0 0 1

0x32 3 0x32 3
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２－３ 32 点タイプ 

 

32 点タイプのコマンド／レスポンスフォーマットについて示します。 

 

２－３－１ DIO-80-2(32 点入力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 1 0x32 1
0 0 0 0

IN 15～0
IN 31～16

0 0 0 2

 

 

２－３－２ DIO-08-2(32 点出力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

OUT15～0
OUT31～16

0 0 0 00 0 0
2

2
0x32 2 0x32
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第３章 アナログ入出力ユニット 
 

本章では、アナログ入出力ユニットとデータ入出力を行う場合のコマンド／レスポンスフォーマットにつ

いて説明します。 

入出力データの基本フォーマットは、下記の通りです。 

 

DI 

DO 

   

D15 D13 D12 D8 D7 D0

入力値
出力値モード

 

 

 

パラメータの上位 3bit でモードを示し、モードにより下位 13bit の内容が異なります。 
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３－１ 4ch タイプ 

 

4ch タイプのコマンド／レスポンスフォーマットについて示します。 

各モードで使用するデータ内容については、各デバイスユニットのユーザーズマニュアルを参照して下さ

い。 

 

３－１－１ AIO-40-2(4ch アナログ入力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 3 0x32 3
0 0 0 4 0 0 0 4
ﾓｰﾄﾞ ch1出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch1入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch2出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch2入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch3出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch3入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch4出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch4入力値(注2)

 

 

３－１－２ AIO-04-2(4ch アナログ出力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

ﾓｰﾄﾞ ch4出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch4入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch3出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch3入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch2出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch2入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch1出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch1入力値(注2)

0 0 0 40 0 0 4
0x32 3 0x32 3
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３－１－３ AIO-44-2(4ch アナログ入出力) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

ﾓｰﾄﾞ ch4出力値(注1+3) ﾓｰﾄﾞ ch4入力値(注2+4)
ﾓｰﾄﾞ ch3出力値(注1+3) ﾓｰﾄﾞ ch3入力値(注2+4)
ﾓｰﾄﾞ ch2出力値(注1+3) ﾓｰﾄﾞ ch2入力値(注2+4)
ﾓｰﾄﾞ ch1出力値(注1+3) ﾓｰﾄﾞ ch1入力値(注2+4)

0 0 0 40 0 0 4
0x32 3 0x32 3

 

 

 

３－２ モード別入出力データフォーマット 

 

３－２－１ モードの種類 

 

アナログ入出力ユニットのタイプにより使用可能なモードは、異なります。 

使用できるモードの組合せを示します。 

 

３－１にタイプ別のコマンド／レスポンスに記述している「注＊」と照らし合わせて下さい。 

 

(注1）ch*出力値はﾓｰﾄﾞにより内容が異なります (注2）ch*入力値はﾓｰﾄﾞにより内容が異なります
制御ﾓｰﾄﾞ 制御ﾓｰﾄﾞ
0 0 0 0 0 0
設定ﾓｰﾄﾞ 設定ﾓｰﾄﾞ
1 0 0 1 0 0
設定確認ﾓｰﾄﾞ 設定確認ﾓｰﾄﾞ
0 1 0 0 1 0

(注3）ch*出力値はﾓｰﾄﾞにより内容が異なります (注4）ch*入力値はﾓｰﾄﾞにより内容が異なります
制御ﾓｰﾄﾞ 制御ﾓｰﾄﾞ
0 0 0 0 0 0
設定確認ﾓｰﾄﾞ 設定確認ﾓｰﾄﾞ
1 0 1 1 0 1

D/A出力値 A/D入力値

ﾚﾝｼﾞ･A/D平均処理設定 ﾚﾝｼﾞ・ A/D平均処理設定

0 ﾚﾝｼﾞ

0 ﾚﾝｼﾞ・ A/D平均処理設定

D/A出力値 A/D入力値
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３－２－２ 制御モード入出力のデータフォーマット 

 

D0（アナログ出力） ＊D/A 出力値 

 

D0D13 D12 D11D15

0 0 0

出力ﾃﾞｰﾀ：0x000～0xFFF

予約
 

 

 

 

DI（アナログ入力） ＊A/D 入力値 

 

D0D11D15 D13 D12

0 0 0

0～10V
-5～5V
-10～10V

アナログ入出力データ
ﾚﾝｼﾞ ﾃﾞｰﾀ
0～5V

0～20mA
4～20mA

0x000～0xFFF(0～4095)
0x000～0xFFF(0～4095)
0x000～0xFFF(0～4095)

0x800～0x000～0x7FF(-2047～0～2047)
0x800～0x000～0x7FF(-2047～0～2047)
0x000～0xFFF(0～4095)
0x000～0xFFF(0～4095)

1～5V

断線検出（4～20mA選択時のみ）
 0 : 正常
 1 : 断線

入力ﾃﾞｰﾀ：0x000～0xFFF

 

 



A-net マスタモジュールリファレンスマニュアル                第３章 アナログ入出力ユニット 

３－５ 

 

３－２－３ 設定モードの入出力データフォーマット 

 

１）注 1･2 レンジ･A/D 平均処理設定 

 

DO（設定） 

 

※ 移動平均のｻﾝﾌﾟﾙ回数は上限16回

E 32768
F 65536

C 8192
D 16384

A 2048
B 4096

8 512
9 1024

6 128
7 256

4 32
5 64

2 8
3 16

0 2
1 4

設定値 ｻﾝﾌﾟﾙ回数

1 0 0

D3 D0D7 D5 D4D8D15 D13 D12

入力変換ｻﾝﾌﾟﾙ回数(設定値+1)のべき乗

 最大／最小値除外
  0   : しない
  1   : する

ﾌｨﾙﾀﾀｲﾌﾟ
 0   : なし
 1   : 単純平均
 2   : 移動平均
 3～7: 予約

 予約

 
    

DI（応答） 

 

   

D15 D13 D12 D8 D7 D5 D4 D3 D0

1 0 0

A/D変換ｻﾝﾌﾟﾙ回数(設定値+1)のべき乗

最大値最小値除外
 0   : しない
 1   : する

 ﾌｨﾙﾀﾀｲﾌﾟ
  0   : なし
  1   : 単純平均
  2   : 移動平均
  3～7: （予約）

        入力レンジ
 0: 0～5V　　 4:-10～10V
 1: 1～5V　　 5: 0～20mA
 2:-5～5V　   6: 4～20mA
 3:0～10V　　 7:予約

予約
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３－２－４ 設定値読出しモード入出力データフォーマット 

 

１）注 1･2 レンジ A/D 平均処理設定 

 

DO（確認） 

   

0 1 0

D0D15 D13 D12

予約

 

 

DI（応答） 

F 65536

D 16384
E 32768

B 4096
C 8192

9 1024
A 2048

7 256
8 512

5 64
6 128

3 16
4 32

1 4
2 8

設定値 ｻﾝﾌﾟﾙ回数
0 2

D15 D13 D12 D11 D8 D7 D5 D4 D3 D0

0 1 0

入力変換ｻﾝﾌﾟﾙ回数(設定値+1)のべき乗

最大／最小値除外
 0   : しない
 1   : する

ﾌｨﾙﾀﾀｲﾌﾟ
 0   : なし
 1   : 単純平均
 2   : 移動平均
 3～7: （予約）

       入力レンジ
 0: 0～5V　　 4:-10～10V
 1: 1～5V　　 5: 0～20mA
 2:-5～5V　   6: 4～20mA
 3:0～10V　　 7:予約

予約

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！     注意 

    他のモードに設定する場合は、一度制御モードに戻してから行って下さい。 
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２）注 3･4 レンジ A/D 平均処理設定 

 

DO（確認） 
 

   

1 0 1

D0D15 D13 D12

予約

 

 

 

 

DI（応答） 

 

1 0 1

D0D7D11 D8D15 D13 D12

予約

       出力レンジ
 0: 0～5V　　 4:-10～10V
 1: 1～5V　　 5: 0～20mA
 2:-5～5V　   6: 4～20mA
 3:0～10V　　 7:予約

予約

 
 

 

 

！     注意 

    他のモードに設定する場合は、一度制御モードに戻してから行って下さい。 
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第４章 シリアル通信ユニット 
 

本章では、シリアル通信ユニットへデータ入出力を行う場合のコマンド／レスポンスフォーマットについ

て説明します。 

 

シリアル通信ユニットは、アプリケーションとマスタユニット間で、データの取合いが必要になります。 

シリアル通信ユニットを使用する場合に必要な「コマンド」、「通信設定」、「ステータス」、「取合いの詳細」

については、「ASC シリーズ通信ユニット ユーザーズマニュアル」を参照下さい。 

 

４－１ 1ch シリアル通信 

 

1ch シリアル通信のコマンド／レスポンスフォーマットについて示します。 

 

４－１－１ SIO-11(1ch シリアル通信) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 3 0x32 3
0 0 0 4 0 0 0 4
送信ﾃﾞｰﾀ2 送信ﾃﾞｰﾀ1 受信ﾃﾞｰﾀ2 受信ﾃﾞｰﾀ1
送信ﾃﾞｰﾀ4 送信ﾃﾞｰﾀ3 受信ﾃﾞｰﾀ4 受信ﾃﾞｰﾀ3
送信ﾃﾞｰﾀ6 送信ﾃﾞｰﾀ5 受信ﾃﾞｰﾀ6 受信ﾃﾞｰﾀ5
ｺﾏﾝﾄﾞ 通信設定 ｽﾃｰﾀｽ 0
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４－２ 2ch シリアル通信 

 

1ch シリアル通信のコマンド／レスポンスフォーマットについて示します。 

 

４－２－１ SIO-22(2ch シリアル通信) 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
ch1（ST区画N）
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

ch2（ST区画N+1）
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 3 0x32 3
0 0 0 4 0 0 0 4
送信ﾃﾞｰﾀ2 送信ﾃﾞｰﾀ1 受信ﾃﾞｰﾀ2 受信ﾃﾞｰﾀ1
送信ﾃﾞｰﾀ4 送信ﾃﾞｰﾀ3 受信ﾃﾞｰﾀ4 受信ﾃﾞｰﾀ3
送信ﾃﾞｰﾀ6 送信ﾃﾞｰﾀ5 送信ﾃﾞｰﾀ6 送信ﾃﾞｰﾀ5
ｺﾏﾝﾄﾞ 通信設定 ｽﾃｰﾀｽ 0

0x32 3 0x32 3
0 0 0 4 0 0 0 4
送信ﾃﾞｰﾀ2 送信ﾃﾞｰﾀ1 受信ﾃﾞｰﾀ2 受信ﾃﾞｰﾀ1
送信ﾃﾞｰﾀ4 送信ﾃﾞｰﾀ3 受信ﾃﾞｰﾀ4 受信ﾃﾞｰﾀ3
送信ﾃﾞｰﾀ6 送信ﾃﾞｰﾀ5 送信ﾃﾞｰﾀ6 送信ﾃﾞｰﾀ5
ｺﾏﾝﾄﾞ 通信設定 ｽﾃｰﾀｽ 0

 



A-net マスタモジュールリファレンスマニュアル                 第４章 シリアル通信ユニット 

４－３ 

 

４－３ 入出力データフォーマット 

 

1ch の SIO に対して 4ワードのデータ（16 ビット×4）を使用します。 

6byte のデータを一括して送受信可能です。 

 

   DO（コマンド） 

 

D15 D0D7D8

0

D15 D8 D7 D0

1

D15 D8 D7 D0

2

1ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

2ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

3ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

4ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

5ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

6ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ
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D15 D14 D13 D1 D0D6 D5 D4 D3 D2D11 D10 D8

3

ﾋﾞｯﾄ長  0:7ﾋﾞｯﾄ
　　　　1:8ﾋﾞｯﾄ

ﾎﾞｰﾚｰﾄ 00:4800bps
       01:9600bps
       10:19200bps
       11:38400bps

SIO Reset
　　　  0:RUN
　  　  1:Reset

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞｴﾗｰｸﾘｱ
　　　  0:RUN
　  　  1:ｴﾗｰｸﾘｱ

受信完了（＊1）
　　　　1:受信完了

送信ｽﾀｰﾄ（＊1）
　　　　1:送信開始

Stopﾋﾞｯﾄ 0:1ﾋﾞｯﾄ
　　　　 1:1ﾋﾞｯﾄ

ﾊﾟﾘﾃｨ   00:ﾊﾟﾘﾃｨなし
　　　　01:ﾊﾟﾘﾃｨなし
　　　　10:EVEN
　　　　11:ODD

送信ﾊﾞｲﾄ数 0～6
　　　  0:ﾃﾞｰﾀなし
　   1～6:ﾃﾞｰﾀ数

ERROR ｸﾘｱ
　　　  0:RUN
　   　 1:通信ｴﾗｰｸﾘｱ

予約

予約

 

 

 

（＊1）「４－４ 送信手順」「４－５ 受信手順」参照 
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   DI（レスポンス） 

 

D15 D0D7D8

0

D15 D8 D7 D0

1

D15 D8 D7 D0

2

1ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

2ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

3ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

4ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

5ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ

6ﾊﾞｲﾄ目の受信ﾃﾞｰﾀ
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D15 D14 D13 D12 D0D7D11 D10 D8

3

受信ﾊﾞｲﾄ数 0～6
　　　0:ﾃﾞｰﾀなし
　 1～6:ﾃﾞｰﾀ数

受信ｴﾗｰ
　　　0:受信ｴﾗｰなし
　  　1:受信ｴﾗｰ

送信ｴﾗｰ
　　　0:送信ｴﾗｰなし
　  　1:送信ｴﾗｰ

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾀｲﾏｰｴﾗｰ
　　　0:ｴﾗｰなし
　  　1:ｴﾗｰ

受信ｽﾃｰﾀｽ（＊１）
　　　0:ﾃﾞｰﾀなし
　  　1:ﾃﾞｰﾀあり

送信ｽﾃｰﾀｽ（＊１）
　　　0:送信可
　  　1:送信中

予約

 

 

（＊1）「４－４ 送信手順」「４－５ 受信手順」参照 
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４－４ 送信手順 
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４－５ 受信手順 
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第５章 位置決めユニット 
 

本章では、位置決めユニットとデータ入出力を行う場合のコマンド／レスポンスフォーマットについて説

明します。 

 

位置決めユニットで使用する「制御コマンド」、「テータス」、「パラメータ 1」、「パラメータ 2」の詳細は、

「ALM シリーズ 位置決めユニットユーザーズマニュアル」を参照下さい。 

 

上記マニュアルに記述されている、「コマンド」、「パラメータ」の上位 2bit にペアコードを付与する必要

はありません。 

 

 

５－１ ２軸位置決めユニット 

 

2 軸位置決めスレーブユニットのコマンド／レスポンスフォーマットについて示します。 

 

 

５－１－１ AXI-02(2 軸位置決め) 

 

軸デバイスユニットを使用する場合に必要なパラメータである「コマンド／レスポンス」、「制御コマンド/

ステータス」、「パラメータ 1」、「パラメータ 2」を ST 区画にセットする位置は、下記の通りです。 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
軸1(区画N)
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

軸2(区画N+1)
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾚｽﾎﾟﾝｽ
制御ｺﾏﾝﾄﾞ ｽﾃｰﾀｽ

0 0 0 40 0 0 4
0x32 3 0x32 3

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2

ｺﾏﾝﾄﾞ ﾚｽﾎﾟﾝｽ
制御ｺﾏﾝﾄﾞ ｽﾃｰﾀｽ

0 0 0 40 0 0 4
0x32 3 0x32 3
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５－２ 入出力データフォーマット 

 

D0（コマンド） 

D15 D0D14 D13

D15 D14 D13 D12 D0D7 D4 D3D8

制御ｺﾏﾝﾄﾞ

D15 D14 D13 D0

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ

ｺﾏﾝﾄﾞ

ﾘｻﾞｰﾌﾞ

予約

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1

予約

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1

予約

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ
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DI（レスポンス） 

D0

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2

D15 D8 D7

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1

D0

ｽﾃｰﾀｽ

D15

D0D15

Ack Nak

EEPROM
初期化ｴﾗｰ

予約

ｽﾃｰﾀｽ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1

予約

（位置ﾃﾞｰﾀor拡張ｽﾃｰﾀｽ）

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1

予約

（位置ﾃﾞｰﾀor拡張ｽﾃｰﾀｽ）

（位置ﾃﾞｰﾀor拡張ｽﾃｰﾀｽ）

（位置ﾃﾞｰﾀor拡張ｽﾃｰﾀｽ）
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５－３ 通信プロトコル 

 

マスタユニットと軸スレーブユニット間の取合いの概要を示します。 

 

コマンド送信時 

１： ユーザは、コマンドエリアの「コマンド（パラメータ①）」が(0)になっているかを確認します。 

２： ユーザは、コマンドエリアに「制御コマンド（パラメータ②）「パラメータ 1（パラメータ③） 

「パラメータ 2（パラメータ④）」をセットします。 

３： ユーザは、「コマンド(パラメータ①)」を(1)に書換えます。 

 

レスポンス取得時 

１： ユーザは、レスポンスエリアの「レスポンス（パラメータ①）」が(1)になっているかを確認しま 

す。 

２： レスポンスが(1)の場合、「ステータス（パラメータ②）」「パラメータ（パラメータ③）」 

「パラメータ 2（パラメータ④）」を取得します。 

３： ユーザは、レスポンス取得後、「レスポンス（パラメータ①）」を(0)に書換えます。 

 

 

 

コマンド送信時の場合

レスポンス取得時の場合

ｺﾏﾝﾄﾞが(0)か確認

ﾕｰｻﾞ ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄ

ｺﾏﾝﾄﾞ受信可能なら
ｺﾏﾝﾄﾞを(0)に更新

ﾚｽﾎﾟﾝｽがあれば
ﾚｽﾎﾟﾝｽを(1)に更新

ｺﾏﾝﾄﾞをA-Linkｽﾚｰﾌﾞ
に送信

ﾏｽﾀﾕﾆｯﾄﾕｰｻﾞ

ﾚｽﾎﾟﾝｽを(0)に変更

ｺﾏﾝﾄﾞｴﾘｱの制御ｺﾏﾝ
ﾄﾞ､ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1､ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2
をｾｯﾄ

ｺﾏﾝﾄﾞを(1)に変更

ﾚｽﾎﾟﾝｽが(1)か確認

ﾚｽﾎﾟﾝｽｴﾘｱのｽﾃｰﾀｽ､
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ1､ﾊﾟﾗﾒｰﾀ2を
取得
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第６章 RFID I/F ユニット 
 

本章では、RFID I/F ユニットへ入出力を行う場合のコマンド／レスポンスフォーマットの詳細を示しま

す。 

RFID I/F ユニットへのコマンドについては、別紙「コマンド／レスポンス 概要説明書」を参照ください。 

 

RFID I/F ユニットは、タイプにより ST 区画を 2区画または 3区画連続して使用します。 

 

６－１ RFID I/F ユニットについて 

RFID2 を使用する場合は、ST 区画を連続して 2 区画占有します。ユニットを設定する ST 区画が N の場合

N+1 区画までを占有します。 

RFID3 を使用する場合は、ST 区画を連続して 3区画占有します。ユニットを設定する ST 区画が Nの場合、

N+1、N+2 区画までを占有します。 

 

 

６－１－１ RFID-2(RFID-I/F) 

 

RFID2 デバイスユニットのコマンド／レスポンスは、2区画を使用して行われます。 

コマンド／レスポンスフォーマットは、下記の通りです。 

 

コマンドエリア レスポンスエリア
区画:N
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

区画:N+1
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 ① +0 ①
+1 ② +1 ②
+2 ③ +2 ③
+3 ④ +3 ④
+4 ⑤ +4 ⑤
+5 ⑥ +5 ⑥
+6 ⑦ +6 ⑦
+7 ⑧ +7 ⑧
+8 ⑨ +8 ⑨
+9 ⑩ +9 ⑩
+10 ⑪ +10 ⑪
+11 ⑫ +11 ⑫

ﾃﾞｰﾀ3 ﾃﾞｰﾀ4
ﾃﾞｰﾀ5 ﾃﾞｰﾀ6

ﾃﾞｰﾀ39 ﾃﾞｰﾀ40

ﾃﾞｰﾀ21 ﾃﾞｰﾀ22
ﾃﾞｰﾀ23 ﾃﾞｰﾀ24

ﾃﾞｰﾀ37 ﾃﾞｰﾀ38
ﾃﾞｰﾀ35 ﾃﾞｰﾀ36

ﾃﾞｰﾀ7

ﾃﾞｰﾀ39 ﾃﾞｰﾀ40
ﾃﾞｰﾀ38
ﾃﾞｰﾀ36ﾃﾞｰﾀ35

ﾃﾞｰﾀ37

ﾃﾞｰﾀ9
ﾃﾞｰﾀ11
ﾃﾞｰﾀ13
ﾃﾞｰﾀ15

ﾃﾞｰﾀ29 ﾃﾞｰﾀ30
ﾃﾞｰﾀ31 ﾃﾞｰﾀ32

ﾃﾞｰﾀ27
ﾃﾞｰﾀ29 ﾃﾞｰﾀ30

ﾃﾞｰﾀ28 ﾃﾞｰﾀ27

ﾃﾞｰﾀ33 ﾃﾞｰﾀ34

ﾃﾞｰﾀ28

ﾃﾞｰﾀ31
ﾃﾞｰﾀ33 ﾃﾞｰﾀ34

ﾃﾞｰﾀ32

ﾃﾞｰﾀ17 ﾃﾞｰﾀ18 ﾃﾞｰﾀ17

ﾃﾞｰﾀ23 ﾃﾞｰﾀ24
ﾃﾞｰﾀ26

ﾃﾞｰﾀ19
ﾃﾞｰﾀ21 ﾃﾞｰﾀ22

ﾃﾞｰﾀ20 ﾃﾞｰﾀ19 ﾃﾞｰﾀ20

ﾃﾞｰﾀ25ﾃﾞｰﾀ25 ﾃﾞｰﾀ26

ﾃﾞｰﾀ18

ﾃﾞｰﾀ15

ﾃﾞｰﾀ12
ﾃﾞｰﾀ14

ﾃﾞｰﾀ11 ﾃﾞｰﾀ12
ﾃﾞｰﾀ13 ﾃﾞｰﾀ14

ﾃﾞｰﾀ16 ﾃﾞｰﾀ16

ﾃﾞｰﾀ8
ﾃﾞｰﾀ10 ﾃﾞｰﾀ9 ﾃﾞｰﾀ10

ﾃﾞｰﾀ8ﾃﾞｰﾀ7

ﾃﾞｰﾀ4
ﾃﾞｰﾀ6

ｺﾏﾝﾄﾞ2 ﾚｽﾎﾟﾝｽ2
ﾃﾞｰﾀ2ﾃﾞｰﾀ1

ﾃﾞｰﾀ3
ﾃﾞｰﾀ5

ﾃﾞｰﾀ1 ﾃﾞｰﾀ2

22 22
ｺﾏﾝﾄﾞ1 ﾚｽﾎﾟﾝｽ1

0x32 3 0x32 3
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６－１－２ RFID-3(RFID-I/F) 

 

RFID-3 デバイスユニットのコマンド／レスポンスは、3区画を使用して行われます。 

コマンド／レスポンスフォーマットは、下記の通りです。 

 

コマンドエリア レスポンスエリア

区画N

D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0

+1 +1

+2 ① +2 ①

+3 ② +3 ②

+4 ③ +4 ③

+5 ④ +5 ④

+6 ⑤ +6 ⑤

+7 ⑥ +7 ⑥

+8 ⑦ +8 ⑦

+9 ⑧ +9 ⑧

+10 ⑨ +10 ⑨

+11 ⑩ +11 ⑩

区画:N+1

D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 ① +0 ①

+1 ② +1 ②

+2 ③ +2 ③

+3 ④ +3 ④

+4 ⑤ +4 ⑤

+5 ⑥ +5 ⑥

+6 ⑦ +6 ⑦

+7 ⑧ +7 ⑧

+8 ⑨ +8 ⑨

+9 ⑩ +9 ⑩

+10 ⑪ +10 ⑪

+11 ⑫ +11 ⑫

区画:N+2

D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 ① +0 ①

+1 ② +1 ②

+2 ③ +2 ③

+3 ④ +3 ④

+4 ⑤ +4 ⑤

+5 ⑥ +5 ⑥

+6 ⑦ +6 ⑦

+7 ⑧ +7 ⑧

+8 ⑨ +8 ⑨

+9 ⑩ +9 ⑩

+10 ⑪ +10 ⑪

+11 ⑫ +11 ⑫

ﾃﾞｰﾀ59 ﾃﾞｰﾀ60

ﾃﾞｰﾀ61 ﾃﾞｰﾀ62

ﾃﾞｰﾀ63 ﾃﾞｰﾀ64

ﾃﾞｰﾀ43 ﾃﾞｰﾀ44

ﾃﾞｰﾀ45 ﾃﾞｰﾀ46

ﾃﾞｰﾀ51 ﾃﾞｰﾀ52

ﾃﾞｰﾀ53 ﾃﾞｰﾀ54

ﾃﾞｰﾀ63 ﾃﾞｰﾀ64

ﾃﾞｰﾀ57 ﾃﾞｰﾀ58

ﾃﾞｰﾀ59 ﾃﾞｰﾀ60

ﾃﾞｰﾀ57 ﾃﾞｰﾀ58

ﾃﾞｰﾀ61 ﾃﾞｰﾀ62

ﾃﾞｰﾀ53 ﾃﾞｰﾀ54

ﾃﾞｰﾀ55 ﾃﾞｰﾀ56

ﾃﾞｰﾀ47 ﾃﾞｰﾀ48

ﾃﾞｰﾀ55 ﾃﾞｰﾀ56

ﾃﾞｰﾀ49 ﾃﾞｰﾀ50

ﾃﾞｰﾀ51 ﾃﾞｰﾀ52

ﾃﾞｰﾀ49 ﾃﾞｰﾀ50

ﾃﾞｰﾀ47 ﾃﾞｰﾀ48

ﾃﾞｰﾀ41 ﾃﾞｰﾀ42

ﾃﾞｰﾀ43 ﾃﾞｰﾀ44

ﾃﾞｰﾀ41 ﾃﾞｰﾀ42

ﾃﾞｰﾀ45 ﾃﾞｰﾀ46

ﾃﾞｰﾀ3 ﾃﾞｰﾀ4

ﾃﾞｰﾀ5 ﾃﾞｰﾀ6

ﾃﾞｰﾀ39 ﾃﾞｰﾀ40

ﾃﾞｰﾀ21 ﾃﾞｰﾀ22

ﾃﾞｰﾀ23 ﾃﾞｰﾀ24

ﾃﾞｰﾀ37 ﾃﾞｰﾀ38

ﾃﾞｰﾀ35 ﾃﾞｰﾀ36

ﾃﾞｰﾀ7

ﾃﾞｰﾀ39 ﾃﾞｰﾀ40

ﾃﾞｰﾀ38

ﾃﾞｰﾀ36ﾃﾞｰﾀ35

ﾃﾞｰﾀ37

ﾃﾞｰﾀ9

ﾃﾞｰﾀ11

ﾃﾞｰﾀ13

ﾃﾞｰﾀ15

ﾃﾞｰﾀ29 ﾃﾞｰﾀ30

ﾃﾞｰﾀ31 ﾃﾞｰﾀ32

ﾃﾞｰﾀ27

ﾃﾞｰﾀ29 ﾃﾞｰﾀ30

ﾃﾞｰﾀ28 ﾃﾞｰﾀ27

ﾃﾞｰﾀ33 ﾃﾞｰﾀ34

ﾃﾞｰﾀ28

ﾃﾞｰﾀ31

ﾃﾞｰﾀ33 ﾃﾞｰﾀ34

ﾃﾞｰﾀ32

ﾃﾞｰﾀ17 ﾃﾞｰﾀ18 ﾃﾞｰﾀ17

ﾃﾞｰﾀ23 ﾃﾞｰﾀ24

ﾃﾞｰﾀ26

ﾃﾞｰﾀ19

ﾃﾞｰﾀ21 ﾃﾞｰﾀ22

ﾃﾞｰﾀ20 ﾃﾞｰﾀ19 ﾃﾞｰﾀ20

ﾃﾞｰﾀ25ﾃﾞｰﾀ25 ﾃﾞｰﾀ26

ﾃﾞｰﾀ18

ﾃﾞｰﾀ15

ﾃﾞｰﾀ12

ﾃﾞｰﾀ14

ﾃﾞｰﾀ11 ﾃﾞｰﾀ12

ﾃﾞｰﾀ13 ﾃﾞｰﾀ14

ﾃﾞｰﾀ16 ﾃﾞｰﾀ16

ﾃﾞｰﾀ8

ﾃﾞｰﾀ10 ﾃﾞｰﾀ9 ﾃﾞｰﾀ10

ﾃﾞｰﾀ8ﾃﾞｰﾀ7

ﾃﾞｰﾀ4

ﾃﾞｰﾀ6

ｺﾏﾝﾄﾞ2 ﾚｽﾎﾟﾝｽ2

ﾃﾞｰﾀ2ﾃﾞｰﾀ1

ﾃﾞｰﾀ3

ﾃﾞｰﾀ5

ﾃﾞｰﾀ1 ﾃﾞｰﾀ2

34 34

ｺﾏﾝﾄﾞ1 ﾚｽﾎﾟﾝｽ1

0x32 3 0x32 3

 

 



A-net マスタモジュールリファレンスマニュアル                    第７章 多機能ユニット 

７－１ 

 

第７章 メモリ入出力ユニット 
 

本章では、メモリ入出力ユニットとデータ入出力を行う場合のコマンド／レスポンスフォーマットについ

て説明します。 

メモリ入出力ユニットは、他の A-net ステーションとメモリを共有するための仮想ユニットです。 

 

７－１ メモリ入力ユニット 

 

メモリ入出力ユニットのレスポンスフォーマットについて示します。 

コマンドエリアは存在しません。 

 

メモリ入力ユニットは、A-net マスタモジュールが占有している以外のコマンド／レスポンスどちらでも

割付けが可能です。 

デバイスユニットを割り付けている場合は、対応するレスポンスエリアには割付けできません。 

レスポンスエリア

D15 D8 D7 D0
+0
+1
+2 ①
+3 ②
+4 ③
+5 ④
+6 ⑤
+7 ⑥
+8 ⑦
+9 ⑧
+10 ⑨
+11 ⑩

ﾃﾞｰﾀ1
ﾃﾞｰﾀ2
ﾃﾞｰﾀ3
ﾃﾞｰﾀ4

0x32 1
0 0 0 4

 

 

７－２ メモリ出力ユニット 

 

メモリ出力ユニットのコマンドフォーマットについて示します。 

レスポンスエリアは存在しません。 

メモリ出力ユニットは、コマンドエリアにのみ割付けが可能です。 

コマンドエリア

D15 D8 D7 D0
+0
+1
+2 ①
+3 ②
+4 ③
+5 ④
+6 ⑤
+7 ⑥
+8 ⑦
+9 ⑧
+10 ⑨
+11 ⑩

0x32 2
0 0 0 4

ﾃﾞｰﾀ1
ﾃﾞｰﾀ2
ﾃﾞｰﾀ3
ﾃﾞｰﾀ4
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第８章 多機能ユニット 
 

多機能ユニットには、モジュール①～モジュール④まで、最大 4台のモジュールを接続することが可能で

す。 

接続するモジュールの順番および種類によって組合せ可能なモジュールが変わります。 

組合せ可能なモジュールの種類については、「７－１ モジュール組合せ」に示します。 

 

以下に、多機能モジュールに接続する上での注意点を示します。 

・  シリアル通信モジュールは、モジュール①に接続して下さい。 

・  複数のシリアル通信モジュールは接続できません。 

・  2ch シリアル通信モジュール（SIO-22）と他のモジュールの組合せはできません。 

・  最終ステーションのモジュール構成は、(ステーションアドレス ＋ 占有 SA 数)<=32 になるよう設

定します。 

・  4ch アナログ入力（AIO-40-2）と 4ch アナログ出力（AIO-04-2）を接続する場合は、4ch アナログ入出

力（AIO-44-2）として設定して下さい。 
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８－１ モジュール組合せ 

 

多機能ユニットに接続できるモジュールの組合せについて説明します。 

多機能モジュールに接続する順番によっては接続ができない組合せがあるため注意して下さい。 

 

組合せ表 1 

№ ﾓｼﾞｭｰﾙ 1 ﾓｼﾞｭｰﾙ 2 ﾓｼﾞｭｰﾙ 3 ﾓｼﾞｭｰﾙ 4 ST ﾃﾞｰﾀ 占 対象ﾓｼﾞｭｰﾙ型式 

1 SIO-11 DIO-F0 - - 1 5 2 ASCC10* + ASCPF0* 

2 SIO-11 DIO-F0 DIO-F0 - 1 6 2 ASCC10* + ASCPF0* + ASCPF0* 

3 SIO-11 DIO-F0 DIO-F0 DIO-F0 1 7 2 ASCC10* + ASCPF0* + ASCPF0* + ASCPF0* 

4 SIO-11 DIO-0F - - 1 5 2 ASCC10* + ASCP0F* 

5 SIO-11 DIO-0F DIO-0F - 1 6 2 ASCC10* + ASCP0F* + ASCP0F* 

6 SIO-11 DIO-0F DIO-0F DIO-0F 1 7 2 ASCC10* + ASCP0F* + ASCP0F* + ASCP0F* 

7 SIO-11 DIO-F0 DIO-0F - 1 6 2 ASCC10* + ASCPF0* + ASCP0F* 

8 SIO-11 DIO-FF - - 1 5 2 ASCC10* + ASCPFF* 

9 SIO-11 DIO-FF DIO-FF - 1 6 2 ASCC10* + ASCPFF* + ASCPFF* 

10 SIO-11 DIO-FF DIO-FF DIO-FF 1 7 2 ASCC10* + ASCPFF* + ASCPFF* + ASCPFF* 

11 SIO-11 DIO-W0 - - 1 6 2 ASCC10* + ASCPW0* 

12 SIO-11 DIO-W0 DIO-W0 - 1 8 2 ASCC10* + ASCPW0* + ASCPW0* 

13 SIO-11 DIO-W0 DIO-W0 DIO-W0 1 10 3 ASCC10* + ASCPW0* + ASCPW0* + ASCPW0* 

14 SIO-11 DIO-0W - - 1 6 2 ASCC10* + ASCP0W* 

15 SIO-11 DIO-0W DIO-0W - 1 8 2 ASCC10* + ASCP0W* + ASCP0W* 

16 SIO-11 DIO-0W DIO-0W DIO-0W 1 10 3 ASCC10* + ASCP0W* + ASCP0W* + ASCP0W* 

17 SIO-11 DIO-W0 DIO-0W - 1 8 2 ASCC10* + ASCPW0* + ASCP0W* 

18 SIO-11 AIO-40-2 - - 1 8 2 ASCC10* + ASCA40* 

19 SIO-11 AIO-40-2 AIO-40-2 - 2 12 3 ASCC10* + ASCA40* 

20 SIO-11 AIO-40-2 AIO-40-2 AIO-40-2 2 16 4 ASCC10* + ASCA40* + ASCA40* 

21 SIO-11 AIO-04-2 - - 1 8 2 ASCC10* + ASCA04* 

22 SIO-11 AIO-04-2 AIO-04-2 - 2 12 3 ASCC10* + ASCA04* + ASCA04* 

23 SIO-11 AIO-04-2 AIO-04-2 AIO-04-2 2 16 4 ASCC10* + ASCA04* + ASCA04* + ASCA04* 

24 SIO-11 AIO-44-2 - - 1 8 2 ASCC10* + ASCA40* + ASCA04* 

25 DIO-F0 DIO-F0 - - 1 2 1 ASCPF0* + ASCPF0* 

26 DIO-F0 DIO-F0 DIO-F0 - 1 3 1 ASCPF0* + ASCPF0* + ASCPF0* 

27 DIO-F0 DIO-F0 DIO-F0 DIO-F0 1 4 1 ASCPF0* + ASCPF0* + ASCPF0* + ASCPF0* 

28 DIO-F0 DIO-F0 AIO-40-2 AIO-40-2 1 10 3 ASCPF0* + ASCPF0* + ASCA40* + ASCA40* 

29 DIO-F0 DIO-F0 AIO-04-2 AIO-04-2 1 10 3 ASCPF0* + ASCPF0* + ASCA04* + ASCA04* 

30 DIO-F0 DIO-F0 AIO-44-2 - 1 6 2 ASCPF0* + ASCPF0* + ASCA40* + ASCA04* 

31 DIO-0F DIO-0F - - 1 2 1 ASCP0F* + ASCP0F* 

32 DIO-0F DIO-0F DIO-0F - 1 3 1 ASCP0F* + ASCP0F* + ASCP0F* 

33 DIO-0F DIO-0F DIO-0F DIO-0F 1 4 1 ASCP0F* + ASCP0F* + ASCP0F* + ASCP0F* 

 

＊ AIO-44-2 = ACSA40* + ACSA04*を結合させたものと見なします。 

 

ST  ：使用する ST 数 

データ ：ST にセットされるデータです。データ数が 10 以上あるモジュールの組合せの場合には、次の ST 区画に

セットされます。 

占  ：占有するセット数 
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組合せ表 2 

 

№ ﾓｼﾞｭｰﾙ 1 ﾓｼﾞｭｰﾙ 2 ﾓｼﾞｭｰﾙ 3 ﾓｼﾞｭｰﾙ 4 ST ﾃﾞｰﾀ 占 対象ﾓｼﾞｭｰﾙ型式 

34 DIO-0F DIO-0F AIO-40-2 AIO-40-2 1 10 3 ASCP0F* + ASCP0F* + ASCA40* + ASCA40* 

35 DIO-0F DIO-0F AIO-04-2 AIO-04-2 1 10 3 ASCP0F* + ASCP0F* + ASCA04* + ASCA04* 

36 DIO-0F DIO-0F AIO-44-2 - 1 6 2 ASCP0F* + ASCP0F* + ASCA40* + ASCA04* 

37 DIO-F0 DIO-0F - - 1 2 1 ASCPF0* + ASCP0F* 

38 DIO-F0 DIO-0F DIO-F0 DIO-0F 1 4 1 ASCPF0* + ASCP0F* + ASCPF0* + ASCP0F* 

39 DIO-F0 DIO-F0 DIO-0F DIO-0F 1 4 1 ASCPF0* + ASCPF0* + ASCP0F* + ASCP0F* 

40 DIO-F0 DIO-0F AIO-40-2 AIO-40-2 1 10 3 ASCPF0* + ASCP0F* + ASCA40* + ASCA40* 

41 DIO-F0 DIO-0F AIO-04-2 AIO-04-2 1 10 3 ASCPF0* + ASCP0F* + ASCA04* + ASCA04* 

42 DIO-F0 DIO-0F AIO-44-2 - 1 6 2 ASCPF0* + ASCP0F* + ASCA40* + ASCA04* 

43 DIO-FF DIO-FF - - 1 2 1 ASCPFF* + ASCPFF* 

44 DIO-FF DIO-FF DIO-FF - 1 3 1 ASCPFF* + ASCPFF* + ASCPFF* 

45 DIO-FF DIO-FF DIO-FF DIO-FF 1 4 1 ASCPFF* + ASCPFF* + ASCPFF* + ASCPFF* 

46 DIO-FF DIO-FF AIO-40-2 AIO-40-2 1 10 3 ASCPFF* + ASCPFF* + ASCA40* + ASCA40* 

47 DIO-FF DIO-FF AIO-04-2 AIO-04-2 1 10 3 ASCPFF* + ASCPFF* + ASCA04* + ASCA04* 

48 DIO-FF DIO-FF AIO-44-2 - 1 6 2 ASCPFF* + ASCPFF* + ASCA40* + ASCA04* 

49 DIO-W0 DIO-W0 - - 1 4 1 ASCPW0* + ASCPW0* 

50 DIO-W0 DIO-W0 DIO-W0 - 1 6 2 ASCPW0* + ASCPW0* + ASCPW0* 

51 DIO-W0 DIO-W0 DIO-W0 DIO-W0 1 8 2 ASCPW0* + ASCPW0* + ASCPW0* + ASCPW0* 

52 DIO-W0 DIO-W0 AIO-40-2 AIO-40-2 2 12 3 ASCPW0* + ASCPW0* + ASCA40* + ASCA40* 

53 DIO-W0 DIO-W0 AIO-04-2 AIO-04-2 2 12 3 ASCPW0* + ASCPW0* + ASCA04* + ASCA04* 

54 DIO-W0 DIO-W0 AIO-44-2 - 1 8 2 ASCPW0* + ASCPW0* + ASCA40* + ASCA04* 

55 DIO-0W DIO-0W - - 1 4 1 ASCP0W* + ASCP0W* 

56 DIO-0W DIO-0W DIO-0W - 1 6 2 ASCP0W* + ASCP0W* + ASCP0W* 

57 DIO-0W DIO-0W DIO-0W DIO-0W 1 8 2 ASCP0W* + ASCP0W* + ASCP0W* + ASCP0W* 

58 DIO-0W DIO-0W AIO-40-2 AIO-40-2 2 12 3 ASCP0W* + ASCP0W* + ASCA40* + ASCA40* 

59 DIO-0W DIO-0W AIO-04-2 AIO-04-2 2 12 3 ASCP0W* + ASCP0W* + ASCA04* + ASCA04* 

60 DIO-0W DIO-0W AIO-44-2 - 1 8 2 ASCP0W* + ASCP0W* + ASCA40* + ASCA04* 

61 DIO-W0 DIO-0W - - 1 4 1 ASCPW0* + ASCP0W* 

62 DIO-W0 DIO-0W DIO-W0 DIO-0W 1 6 2 ASCPW0* + ASCP0W* + ASCPW0* + ASCP0W* 

63 DIO-W0 DIO-W0 DIO-0W DIO-0W 1 8 2 ASCPW0* + ASCPW0* + ASCP0W* + ASCP0W* 

64 DIO-W0 DIO-0W AIO-40-2 AIO-40-2 2 12 3 ASCPW0* + ASCP0W* + ASCA40* + ASCA40* 

65 DIO-W0 DIO-0W AIO-04-2 AIO-04-2 2 12 3 ASCPW0* + ASCP0W* + ASCA04* + ASCA04* 

66 DIO-W0 DIO-0W AIO-44-2 - 1 8 2 ASCPW0* + ASCP0W* + ASCA40* + ASCA04* 
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８－２ コマンド／レスポンス 

 

多機能モジュールを使用した場合のコマンド／レスポンスのフォーマットについて説明します。 

本章では、「８－１ モジュール組合せ」で示した No.3、28、53 のコマンド／レスポンスフォーマットに

ついて示します。 

他の多機能モジュールの組合せは、下記に上げる参考例を参照して下さい。 

 

No.3 ：　(SIO-11)+(DIO-F0)+(DIO-F0)+(DIO-F0)

コマンドエリア レスポンスエリア
区画:N
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 3 0x32 3
0 0 0 4 1 1 1 4
送信ﾃﾞｰﾀ2 送信ﾃﾞｰﾀ1 受信ﾃﾞｰﾀ2 受信ﾃﾞｰﾀ1
送信ﾃﾞｰﾀ4 送信ﾃﾞｰﾀ3 受信ﾃﾞｰﾀ4 受信ﾃﾞｰﾀ3
送信ﾃﾞｰﾀ6 送信ﾃﾞｰﾀ5 受けﾃﾞｰﾀ6 受信ﾃﾞﾞｰﾀ5

IN15～0
IN15～0
IN15～0

ｺﾏﾝﾄﾞ 通信設定 ｽﾃｰﾀｽ 0

 

 

No.28 ：　(DIO-F0)+(DIO-F0)+(AIO-40-2)+(AIO-40-2)

コマンドエリア レスポンスエリア
区画:N
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

0x32 3 0x32 3
4 4 0 0 4 4 1 1

IN15～0
IN15～0

ﾓｰﾄﾞ ch1出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch1入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch2出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch2入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch3出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch3入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch4出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch4入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch1出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch1入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch2出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch2入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch3出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch3入力値(注2)
ﾓｰﾄﾞ ch4出力値(注1) ﾓｰﾄﾞ ch4入力値(注2)
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No.53：　(DIO-W0)＋(DIO-W0)＋(AIO-04-2)＋(AIO-04-2)

コマンドエリア レスポンスエリア
区画:n
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 +0
+1 +1
+2 ① +2 ①
+3 ② +3 ②
+4 ③ +4 ③
+5 ④ +5 ④
+6 ⑤ +6 ⑤
+7 ⑥ +7 ⑥
+8 ⑦ +8 ⑦
+9 ⑧ +9 ⑧
+10 ⑨ +10 ⑨
+11 ⑩ +11 ⑩

区画:n+1
D15 D8 D7 D0 D15 D8 D7 D0

+0 ① +0 ①
+1 ② +1 ②
+2 ③ +2 ③
+3 ④ +3 ④
+4 ⑤ +4 ⑤
+5 ⑥ +5 ⑥
+6 ⑦ +6 ⑦
+7 ⑧ +7 ⑧
+8 ⑨ +8 ⑨
+9 ⑩ +9 ⑩
+10 ⑪ +10 ⑪
+11 ⑫ +11 ⑫

0x32 3 0x32 3
4 4 0 0 4 4 2 2

IN15～0
IN31～16
IN15～0
IN31～16

ﾓｰﾄﾞ ch1出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch1入力値(注4)
ﾓｰﾄﾞ ch2出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch2入力値(注4)
ﾓｰﾄﾞ ch3出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch3入力値(注4)
ﾓｰﾄﾞ ch4出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch4入力値(注4)
ﾓｰﾄﾞ ch1出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch1入力値(注4)
ﾓｰﾄﾞ ch2出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch2入力値(注4)

ﾓｰﾄﾞ ch3出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch3入力値(注4)
ﾓｰﾄﾞ ch4出力値(注3) ﾓｰﾄﾞ ch4入力値(注4)

 

 

 



 

 

ＭＥＭＯ 



 

 

このユーザーズマニュアルについて 

 

(１)本書の内容の一部または全部を当社からの事前の承諾を得ることなく、無断で複写、複製、掲載するこ

とは固くお断りします。 

(２)本書の内容に関しては、製品改良のためお断りなく、仕様などを変更することがありますのでご了承く

ださい。 

(３)本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがございま

したらお手数ですが巻末記載の弊社もしくは、営業所までご連絡下さい。 
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